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日
本
各
地
で
被
災
さ
れ
た

方
々
へ
、
心
よ
り
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。 

      
【
日
時
】 

平
成
３０
年
５
月
２７
日
（日） 

【
会
場
】 

大
阪
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル 

 

  

全
国
学
校
調
理
師
連
合
会

の
定
期
総
会
も
第
１３
回

を
迎
え
ま
し
た
。
現
在
全

国
で
１００
名
近
く
の
会
員

が
多
岐
に
渡
る
調
理
専
門

職
の
調
理
師
と
し
て
集
ま

り
、
そ
れ
ぞ
れ
各
自
の
調

理
技
術
・
技
能
向
上
を
図

り
、
意
欲
の
高
揚
を
目
指

し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

当
会
の
志
に
賛
同
し
て
頂

い
た
法
人
様
よ
り
賛
助
会

員
と
し
て
の
多
大
な
ご
協
力
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。 

 

近
年
日
本
の
各
地
で
自
然
災
害
が
起
こ
っ
て
い
る
中
、

今
後
３０
年
以
内
に
７０
～
８０
％
で
起
こ
る
可
能
性
が
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
る
「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
」
に
対
し
て
、

世
の
中
の
関
心
が
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
当
会
で
も

昨
年
の
夏
期
研
修
会
で
「
防
災
の
備
え
を
普
段
の
生
活

に
取
り
入
れ
よ
う
」
と
い
う
内
容
で
学
ぶ
機
会
を
え
ま

し
た
。 

 

農
林
水
産
省
も
自
然
災
害
な
ど
緊
急
時
に
備
え
た
食

料
等
の
備
蓄
を
推
奨
し
て
お
り
、
家
族
の
食
糧
備
蓄
を

食
べ
た
分
だ
け
足
す
「
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
法
」
と

い
う
考
え
方
が
あ
る
事
を
知
り
ま
し
た
。
研
修
時
講
演

頂
い
た
坂
本
先
生
に
よ
る
と
、
家
族
の
好
み
に
合
わ
せ

た
食
料
を
備
蓄
す
る
の
が
大
事
で
、
普
段
よ
り
馴
染
ん

だ
食
材
を
足
す
事
で
、
負
担
な
く
身
近
に
備
蓄
を
意
識

出
来
、
緊
急
時
の
備
え
と
な
る
と
い
う
事
で
し
た
。 

 
実
際
に
自
然
災
害
を
体
験
し
た
方
々
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
、

今
後
の
大
災
害
の
備
え
に
な
る
こ
と
を
改
め
て
、
学
ぶ

良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 

私
達
の
働
く
環
境
は
日
々
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
衛
生

管
理
・
ア
レ
ル
ギ
ー
・
納
入
物
資
の
確
認
・
異
物
混
入
・

調
理
方
法
等
色
々
な
事
に
気
を
配
り
、
安
心
・
安
全
・

美
味
し
い
食
事
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

本
来
「
食
べ
る
こ
と
」
は
生
き
る
為
に
不
可
欠
な
も

の
で
あ
り
ま
す
が
、
人
間
社
会
で
は
日
々
の
生
活
か
ら

次
世
代
に
継
承
す
べ
き
文
化
ま
で
に
も
影
響
を
及
ぼ
す

行
為
で
あ
る
事
は
、
改
め
て
申
す
ま
で
も
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。 

 

子
ど
も
の
成
長
発
達
途
上
に
お
い
て
も
食
生
活
の
影

響
は
無
視
で
き
な
い
も
の
で
、
そ
れ
は
私
達
大
人
の
日

常
生
活
と
も
深
く
関
係
し
て
い
る
事
を
改
め
て
世
間

に
広
く
伝
え
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

私
達
は
、
直
接
に
は
学
校
・
保
育
所
あ
る
い
は
施
設

で
、
調
理
作
業
を
通
し
健
康
的
な
食
生
活
の
一
端
を
担

っ
て
い
ま
す
。
「
食
」
を
担
当
す
る
調
理
師
が
ど
の
様

な
形
で
社
会
的
責
任
を
担
え
ば
良
い
か
し
っ
か
り
認

識
し
、
当
会
を
皆
さ
ん
の
協
力
の
下
、
一
丸
と
な
っ
て

発
展
さ
せ
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

現
在
、
青
森
か
ら
山
口
ま
で
全
国
広
範
囲
に
会
員
を

要
し
、
情
報
共
有
に
よ
り
組
織
の
強
化
を
図
っ
て
お
り

ま
す
。 

 

ま
た
、
研
究
部
主
催
の
「
夏
期
・
冬
期
研
修
会
」
も

こ
の
１３
年
間
で
技
術
顧
問
の
先
生
方
や
外
部
講
師
の

先
生
方
の
講
演
や
研
究
部
部
員
に
よ
る
実
習
、
外
部
社

会
見
学
等
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。
個
々
の
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
と
会
員
間
の
情
報
交
換
が
出
来
る
場
と
し
て
、
引

き
続
き
主
要
活
動
の
一
部
と
し
て
進
め
て
参
り
ま
す
。

現
在
、
会
報
誌
「
は
ぐ
く
み
」
の
発
行
・
「
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
」
の
更
な
る
充
実
・
活
用
な
ど
で
、
情
報
発
信
に

力
を
入
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
為
に
会
員
一
人
ひ
と
り

の
技
術
、
経
験
、
知
識
を
共
有
す
る
事
で
、
団
結
力
を

高
め
て
行
け
る
組
織
と
し
て
、
皆
様
の
お
力
を
必
要
と

し
て
い
ま
す
。 

 

昨
今
の
厳
し
い
社
会
情
勢
に
負
け
な
い
組
織
と
し

て
、
会
員
の
皆
様
の
志
を
ひ
と
つ
に
し
て
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
事
を
改
め
て
認
識
し
、
新
し
い
期
に

向
か
っ
て
更
な
る
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。 
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●
資
格
審
査 

 

出
席
者 

２４
名 

 

委
任
状
出
席
者 

４１
名 

 

計 

６５
名 

 
 
 

 

 

本
会
規
約
第
１５
条
１
項
４
号
に
よ
り
、 

総
会
が
成
立
し
た
こ
と
を
認
め
ま
す
。 

 ●
平
成
２９
年
度 

経
過
報
告
・
会
計
決
算
報
告
・ 

会
計
監
査
報
告 

平
成
３０
年
度 

活
動
方
針
案
・
会
計
予
算
案
・ 

 

 

役
員
構
成
案 

全
て
賛
成
多
数
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

●
詳
し
い
内
容
は
第
１３
回
定
期
総
会
議
案
集
を
お
読
み 

下
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

 

      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

午
後
は
、
全
国
学
校
調
理
師
連
合
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設

時
よ
り
作
成
か
ら
更
新
ま
で
担
当
し
て
お
り
、
今
期
か
ら
Ｉ
Ｔ

部
長
を
兼
任
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
事
務
局
長
の
生
駒
雅
司

に
、
ス
マ
ホ
の
普
及
に
伴
い
、
活
用
方
法
が
多
様
化
し
て
き
た

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
つ
い
て
お
話
し
て
頂
き
ま
す
。
ま
た
、
調
理
師
及
び

業
界
の
現
状
と
合
わ
せ
て
お
話
頂
く
事
で
、
こ
れ
か
ら
ど
の
よ

う
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
当
会
の
活
動
に
役
立
て
る
か
も
具
体
的
な
例

を
あ
げ
て
頂
き
な
が
ら
、
お
話
を
頂
き
ま
し
た
。 

 
 

第
一
回
パ
ソ
コ
ン
教
室 

 

～
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
効
果
的
な
活
用
方
法
～ 

 

全
国
学
校
調
理
師
連
合
会 

事
務
局
長 

生
駒
雅
司 

 

ま
ず
本
題
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
入
る
前
に
調
理
師
の
現
状
に
つ
い

て
お
話
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

「
調
理
師
の
現
状
」 

 

●
調
理
師
名
簿
登
録
者 

 
３６３
万

６２５３
人
（
平
成
二
十
四
年
末
現
在
）
厚
生
労
働
省 

●
調
理
師
免
許
取
得
者
実
働
数 

 

２３
万

８５０８
人
（
平
成
二
十
三
年
統
計
デ
ー
タ
ー
）
経
済
産
業
省
商

業
統
計
調
査 

●
飲
食
に
関
わ
る
事
業
所
数 

１４５
万

７３７６
事
業
所 

 

 

●
飲
食
店
数 

６０
万

８８３８
件
（
推
定
） 

●
専
門
調
理
師
・
調
理
技
能
士
3
万

８２５９
人
（
給
食
用
特
殊

料
理
１
万

２５８３
人
）
平
成
三
十
年
三
月
末
現
在 

●
専
門
調
理
食
育
推
進
員
（
食
育
推
進
員
）

５０４８
人 

平
成
三

十
年
三
月
末
現
在 

●
専
門
調
理
食
育
推
進
指
導
員
（
食
育
推
進
指
導
員
）
１４６
人 

平
成
三
十
年
三
月
末
現
在 

 

こ
の
数
字
を
見
て
も
分
か
る
よ
う
に
飲
食
に
関
わ
る

事
業
所
・
飲
食
店
に
専
門
知
識
を
持
っ
た
調
理
師
が
常
駐

し
て
い
な
い
現
場
が
多
い
事
に
気
が
付
く
と
思
わ
れ
ま

す
。 

 

ま
た
、
一
方
で
は
調
理
師
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第

一
四
七
号
）
で
は
、
第
八
条
の
二
（
調
理
師
の
設
置
）
多

数
人
に
対
し
て
飲
食
物
を
調
理
し
て
供
与
す
る
施
設
又

は
営
業
で
厚
生
労
働
省
令
の
定
め
る
も
の
の
設
置
ま
た

は
営
業
は
、
当
核
施
設
又
は
営
業
に
お
け
る
調
理
の
業
務

を
行
わ
せ
る
た
め
、
当
確
施
設
又
は
営
業
の
施
設
ご
と
に

調
理
師
を
置
く
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
書

か
れ
て
い
ま
す
が
、
二
重
線
の
言
葉
通
り
、
実
際
に
は
努

力
義
務
で
法
的
拘
束
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

そ
の
為
に
も
法
改
正
の
重
要
性
が
食
を
守
る
現
場
の

調
理
師
に
取
っ
て
は
大
事
な
事
で
す
。 

 

実
際
に
主
た
る
調
理
師
会
で
、
全
国
調
理
関
連
団
体
連

盟
を
設
立
し
て
、
厚
生
労
働
省
を
対
し
て
、
法
改
正
に
向

け
た
動
き
も
あ
り
ま
す
。 

 

た
だ
、
人
任
せ
に
す
る
の
で
は
な
く
、
調
理
師
法
の
別

項
目
第
九
条
（
調
理
師
法
）
で
は
、
調
理
師
は
、
調
理
師

の
資
質
の
向
上
及
び
合
理
的
な
調
理
技
術
の
発
達
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
調
理
師
会
を
組
織
で
き
る
。

（
二
）
調
理
師
会
は
、
調
理
師
の
指
導
及
び
連
絡
、
調
理

技
術
の
研
究
、
調
理
師
の
福
祉
の
増
進
そ
の
他
の
前
項
の

目
的
を
達
す
る
た
め
に
必
要
な
事
業
を
行
う
。（
三
）
二

以
上
の
調
理
師
会
は
、
相
互
の
連
絡
及
び
事
業
の
調
整
を

行
う
た
め
、
連
合
会
を
組
織
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

と
い
う
ふ
う
に
法
律
で
は
、
調
理
師
会
の
存
在
価
値
を
明

確
に
明
記
し
て
い
ま
す
。 

谷本 厚美 会長 

平成 29 年度 

調理技術審査技能検定 

合格者記念品授与 
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十
三
年
余
り
活
動
し
て
き
た
全
国
学
校
調
理
師
連
合
会
の

存
在
価
値
は
、
調
理
法
に
沿
っ
た
活
動
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

に
で
あ
る
こ
と
は
、
皆
さ
ん
に
も
ご
理
解
い
た
だ
け
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。 

私
た
ち
の
存
在
意
義
及
び
存
在
価
値
を
広
く
世
間
に
知
ら

し
め
る
た
め
に
は
、
ス
マ
ホ
が
普
及
し
た
昨
今
に
便
利
な
ツ
ー

ル
と
し
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
が
効
果
的
で
す
。 

そ
こ
で
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
種
類
と
効
果
的
な
使
い
方
に
つ
い
て
、

現
在
の
背
景
を
加
味
し
な
が
ら
お
話
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

 

Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
は
？ 

Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
多
く
の
人
が
利
用
し
て
い
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ

ー
ビ
ス
で
す
が
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
は
何
か
と
聞
か
れ
る
と
、
は
っ
き

り
と
定
義
を
答
え
ら
れ
る
人
は
意
外
と
少
な
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
は
「S

oc
i
al
 
N
e
tw
o
r
ki
n
g 

S
e
rv
i
c
e

（
ソ

ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
」
の
略
で
、
ネ
ッ
ト

上
で
社
会
的
な
つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

で
す
。 

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
登
録
す
る
と
、
知
ら
な
い
誰
か
と
つ
な
が
り
を
持

っ
た
り
、
日
記
を
書
い
た
り
、
誰
か
の
日
記
を
読
ん
で
共
感
し

た
り
、
知
ら
な
か
っ
た
世
界
を
知
っ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
出
会
い
の
可
能
性
が
あ
る
便
利

な
バ
ー
チ
ャ
ル
ス
ー
ル
（
仮
想
道
具
）
で
す
。
あ
く
ま
で
も
道

具
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
使
い
こ
な
す
こ
と
に
徹
し
て
下
さ
い
。 

 
 

    

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
種
類
と
特
徴
と
使
い
方 

 

  

Ｌ
ｉ
ｎ
ｅ
（
ラ
イ
ン
） 

 

・
簡
単
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
や
り
取
り
で
き
、
１
対
１
の
デ
ジ

タ
ル
会
話
（
チ
ャ
ッ
ト
）
も
グ
ル
ー
プ
チ
ャ
ッ
ト
も
Ｏ
Ｋ 

・
実
際
の
友
だ
ち
や
知
人
と
の
や
り
取
り
が
主
で
、
Ｔ
ｗ
ｉ

ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
に
比
べ
て
繋
が
る
範
囲
は
非
常
に
狭
い 

・
日
本
で
1
番
の
ユ
ー
ザ
ー
数
を
誇
る 

 
 

Ｌ
ｉ
ｎ
ｅ
は
ス
マ
ホ
、
ケ
ー
タ
イ
、
パ
ソ
コ
ン
で
使
え
、

メ
ッ
セ
ー
ジ
送
信
と
無
料
通
話
が
で
き
る
ア
プ
リ
で
す
。 

 
 

Ｌ
ｉ
ｎ
ｅ
で
は
「
ス
タ
ン
プ
」
と
呼
ば
れ
る
大
き
な
絵
文

字
の
よ
う
な
画
像
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 
 

こ
の
ス
タ
ン
プ
で
、
文
章
だ
け
で
は
表
現
で
き
な
か
っ
た

気
持
ち
を
表
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。 

 

〈
使
い
方
〉 

 
 

・
特
定
の
人
達
と
グ
ル
ー
プ
を
組
ん
で
、
情
報
共
有
で
き

ま
す
。
た
だ
、
グ
ル
ー
プ
参
加
者
が
増
え
る
と
余
分
な
情

報
発
信
を
す
る
と
そ
の
都
度
着
信
音
が
鳴
り
、
情
報
の
信

ぴ
ょ
う
性
が
無
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

 
 

 

Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
（
フ
ェ
ー
ス
ブ
ッ
ク
） 

 

・
世
界
で
最
も
多
く
の
登
録
者
数
を
誇
る 

 

・
実
名
登
録
制
な
の
で
友
達
を
見
つ
け
や
す
い 

 

・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
設
定
が
充
実
し
て
い
る 

 

・
Ｍ
ｅ
ｓ
ｓ
ｅ
ｎ
ｇ
ｅ
ｒ
（
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
）
と
連
動➡

プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
メ
ー
ル
よ
り
も
容
量
と
ス
ピ
ー
ド
が
良
い
。 

 

Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
も
Ｌ
ｉ
ｎ
ｅ
と
同
様
に
パ
ソ
コ
ン
、
ス

マ
ホ
、
ケ
ー
タ
イ
か
ら
使
う
こ
と
が
で
き
る
ア
プ
リ
で
す

が
、
Ｌ
ｉ
ｎ
ｅ
や
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
と
大
き
く
違
う
の
は
、

実
名
登
録
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
で
す
。 

 
 

 

そ
の
理
由
は
、
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
は
バ
ー
チ
ャ
ル
な

世
界
で
新
し
い
人
間
関
係
を
築
く
の
で
は
な
く
、
現
実
の

世
界
の
人
と
の
交
流
に
基
づ
い
て
使
用
す
る
と
い
う
設

計
思
想
に
な
っ
て
い
る
た
め
で
す
。 

 

〈
使
い
方
〉 

 
 

・
用
途
に
合
わ
せ
て
、
グ
ル
ー
プ
連
絡
網
、
特
定
な
範
囲

で
専
門
情
報
等
が
出
来
ま
す
。 

 

（
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
ペ
ー
ジ
、
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
グ
ル

ー
プ
、
Ｍ
ｅ
ｓ
ｓ
ｅ
ｎ
ｇ
ｅ
ｒ
等
） 

 
 
 Ｔ

ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
（
ツ
ィ
ッ
タ
ー
） 

・
日
本
最
大
級
の
呟
き
メ
デ
ィ
ア 

 

・
１
４
０
文
字
以
内
の
短
い
呟
き
専
用 

（
文
章
力
を
問
わ
れ
る
） 

・
書
き
込
み
が
と
て
も
簡
単
で
情
報
の
更
新
が
速
い 

Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
を
一
言
で
言
い
表
す
な
ら
「
ブ
ロ
グ
の

ラ
イ
ト
版
」
で
し
ょ
う
。 

 
 
 

リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
呟
き
を
投
稿
で
き
、
写
真
や
動
画
も

簡
単
に
呟
き
に
添
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 
  

Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
の
一
番
の
特
徴
は
、
拡
散
力
の
強
さ

で
す
。
何
気
な
く
呟
い
た
こ
と
が
、
あ
っ
と
い
う
間
に
世

界
中
に
広
が
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
の
で
、
呟
く
気
が

な
か
っ
た
こ
と
を
誤
操
作
な
ど
で
呟
い
て
し
ま
い
、
そ
れ

が
拡
散
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
ま

し
ょ
う
。 

  



 

~ 4 ~ 
 

〈
使
い
方
〉 

 
・
フ
ォ
ロ
ワ
ー
（
応
援
者
）
を
増
や
す
為
に
、
関
連
す
る
Ｔ

ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
を
フ
ォ
ロ
ー
数
（
応
援
）
す
る
努
力
が
必
要 

 

で
す
。 

 

・
フ
ォ
ロ
ワ
ー
を
増
や
す
為
に
は
、
書
き
込
み
後
の
チ
ェ
ッ

ク
の
頻
度
を
多
く
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
少
し
面
倒
な
部
分

も
あ
り
ま
す
。 

 
 

 

Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
（
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
） 

 

・
世
界
最
大
級
の
写
真
専
用
Ｓ
Ｎ
Ｓ 

 

・
簡
単
に
お
し
ゃ
れ
な
写
真
に
加
工
で
き
る 

 

・
情
報
発
信
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
み
で
、
パ
ソ
コ
ン
で
は 

対
応
し
て
い
な
い 

 
 

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
は
写
真
と
動
画
が
メ
イ
ン
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
す
。 

 
 

撮
っ
た
写
真
を
す
ぐ
に
簡
単
に
キ
レ
イ
に
加
工
し
て
投

稿
で
き
る
た
め
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
ア
ル
バ
ム
と
し
て
も
使

用
で
き
ま
す
し
、
友
人
に
近
況
を
知
ら
せ
る
メ
デ
ィ
ア
と
し

て
も
使
用
で
き
ま
す
。 

〈
使
い
方
〉 

・
迅
速
に
写
真
情
報
発
信
で
き
る
為
に
イ
ベ
ン
ト
等
の
結
果

を
知
ら
せ
る
の
に
有
効
で
す
。 

 

・
写
真
専
門
の
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
と
考
え
、
画
像
の
Ｉ
ｎ
ｓ

ｔ
ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
、
文
章
の
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
と
使
い
分
け
な

が
ら
、
連
動
す
る
と
効
果
的
で
す
。 

    

 

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
（
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
） 

 

・
世
界
最
大
級
の
動
画
Ｓ
Ｎ
Ｓ 

 

・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
公
式
チ
ャ
ネ
ル
が
多
い 

 
 

・
著
作
権
に
厳
し
い
が
、
個
人
で
ア
ッ
プ
す
る
に
は
ア
ダ
ル

ト
、
反
社
会
的
な
項
目
で
規
制
が
厳
し
い 

 
 

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
は
世
界
最
大
の
動
画
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
あ
る

と
同
時
に
、
世
界
第
２
位
の
検
索
エ
ン
ジ
ン
と
も
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
今
で
は
あ
っ
て
当
た
り
前
の
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で

す
が
、
サ
ー
ビ
ス
が
開
始
さ
れ
た
の
は
、

２００５
年
で
、
た
っ

た
の
１３
年
ほ
ど
し
か
経
っ
て
い
ま
せ
ん
。
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ

ｅ
は
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
参
加
の
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
た
め
、
動
画

の
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
や
チ
ャ
ネ
ル
の
作
成
を
す
る
た
め
に
は
、

Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
ア
カ
ウ
ン
ト
が
必
要
で
す
。 

〈
使
い
方
〉 

 

・
イ
ベ
ン
ト
は
活
動
な
ど
を
ア
ッ
プ
し
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
で
発
信
で
き
る
の
で
、
費
用
の
掛
か
ら

な
い
広
告
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

・
デ
ー
タ
は
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
社
の
サ
ー
バ
ー
で
管
理
す
る
為
、

容
量
な
ど
を
気
に
せ
ず
に
無
制
限
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
か

ら
ア
ッ
プ
出
来
ま
す
。 

  

Ｇ
ｍ
ａ
ｉ
ｌ
（
ジ
ー
メ
ー
ル
） 

 

・
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
社
の
提
供
す
る
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス 

 

・
パ
ソ
コ
ン
と
ス
マ
ホ
で
同
期
で
き
る 

（
パ
ソ
コ
ン
と
ス
マ
ホ
が
同
時
に
同
じ
メ
ー
ル
を
見
ら
れ
る
） 

 

・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
管
理
が
し
や
す
い
（
安
全
） 

 

・
容
量
が
パ
ソ
コ
ン
メ
ー
ル
（
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
メ
ー
ル
）
よ

り
も
大
き
い 

 
 

Ｇ
ｍ
ａ
ｉ
ｌ
は
無
料
で
使
用
で
き
、
ア
カ
ウ
ン
ト
管
理
を

徹
底
す
る
と
複
数
の
機
器
に
て
情
報
共
有
で
き
る
。 

 

ス
マ
ホ
と
同
期
で
き
る
為
、
迅
速
な
情
報
交
換
が
可
能
に
な

り
ま
す
。 

 
 

Ｇ
ｍ
ａ
ｉ
ｌ
は
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
参
加
の
サ
ー
ビ
ス
で
あ

る
た
め
、
使
用
す
る
た
め
に
は
、
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
ア
カ
ウ
ン 

ト
が
必
要
で
す
。 

〈
使
い
方
〉 

 

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
問
い
合
わ
せ
先
と
し
て
活
用
す
る
と
ス

マ
ホ
と
同
期
す
る
と
、
迅
速
に
問
い
合
わ
せ
に
答
え
る
事
が

で
き
ま
す
。 

 

・
個
人
を
特
定
す
る
事
が
で
き
な
い
為
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

面
で
安
心
し
て
使
え
ま
す
。 

 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
？ 

 
 

情
報
発
信
バ
ー
チ
ャ
ル
ツ
ー
ル
（
仮
想
道
具
） 

 
 

全
国
学
校
調
理
師
連
合
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
Ｊ
ｉ
ｍ

ｄ
ｏ
社
の
Ａ
Ｓ
Ｐ
（
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ

イ
ダ
ー
）
シ
ス
テ
ム
を
使
用
し
て
い
ま
す
。 

 
 

ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
を
使
用
し
て
い
る
為
に
通
常
の
パ
ソ

コ
ン
に
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
な
く
、

別
売
り
ソ
フ
ト
購
入
と
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
新
規
契
約
の
必
要
性

が
あ
り
ま
せ
ん
。 

 
 

誰
で
も
パ
ソ
コ
ン
が
触
れ
て
、
パ
ス
ワ
ー
ド
が
分
か
れ
ば
、

全
世
界
の
ど
こ
か
ら
で
も
更
新
で
き
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ソ
フ

ト
で
、
当
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。 

  
 

当
会
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
有
効
活
用
し
な
が
ら
、
当
会
の
認
知
度

を
上
げ
つ
つ
、
更
な
る
調
理
師
の
地
位
向
上
を
目
指
す
た
め
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に
必
要
な
道
具
（
ツ
ー
ル
）
と
し
て
、
積
極
的
に
活
用
し
て

い
く
よ
う
Ｉ
Ｔ
部
長
と
し
て
、
皆
さ
ん
に
お
伝
え
し
て
い
く

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
静
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

  
 

      

以
上
が
、
生
駒
雅
司
の
お
話
で
し
た
。 

 

現
在
、
生
駒
を
中
心
に
Ｌ
ｉ
ｎ
ｅ
を
使
っ
た
役
員
会
会
議
の

簡
素
化
、
研
究
部
の
連
絡
網
に
よ
る
情
報
共
有
な
ど
を
段
階
的

に
実
施
し
て
お
り
、
今
後
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
動
画
な
ど
を
使
っ

た
会
の
活
動
等
の
発
信
な
ど
に
試
み
、
更
な
る
一
歩
を
歩
む
と

の
コ
メ
ン
ト
を
頂
き
ま
し
た
。 

 

こ
れ
か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
動
す
る
当
会
の
成
長
を
見
守

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
（
広
報
） 

          

    
 

【
日
時
】
平
成
３０
年
２
月
２５
日
（日） 

 
 

【
場
所
】
兵
庫
県
勤
労
市
民
セ
ン
タ
ー 

 
 
 

糖
尿
病
を
学
び
調
理
実
習 

貴
女
の
エ
ネ
ル
ギ
ー 

１
日
分
は
？
１
食
分
は
？ 

 

選
ん
で
食
べ
ま
し
ょ
う
！
と
い
う
題
材
で
午
前
中
は
、 

管
理
栄
養
士
の
湯
川
佐
起
子
先
生
の
ご
指
導
の
も
と 

調
理
実
習
を
行
い
ま
し
た
。
6
テ
ー
ブ
ル
に
分
か
れ
て
、 

全
16
品
の
料
理
を
作
り
ま
し
た
。 

〈
主
菜
〉 

◉
魚
の
蒸
し
焼
き 

(

194
カ
ロ
リ
ー 

) 

◉
豚
肉
の
り
ん
ご
煮 

(

156
カ
ロ
リ
ー 

) 
◉
き
の
こ
の
エ
ビ
チ
リ 

(

160
カ
ロ
リ
ー 

) 
〈
副
菜
〉 

◉
大
根
と
鶏
肉
の
味
噌
煮 

(

73
カ
ロ
リ
ー 

) 

◉
蒸
し
野
菜
の
ご
ま
だ
れ 

(

56
カ
ロ
リ
ー 

) 

◉
豆
苗
の
卵
と
じ 

(
91
カ
ロ
リ
ー 

) 

◉
チ
ン
ゲ
ン
菜
の
和
え
物 

(

57
カ
ロ
リ
ー) 

◉
コ
ン
ニ
ャ
ク
の
炒
り
煮 

(
41
カ
ロ
リ
ー 

) 

◉
モ
ズ
ク
和
え 

(

42
カ
ロ
リ
ー 

) 

◉
白
菜
の
サ
バ
缶
煮 

(

43
カ
ロ
リ
ー) 

◉
人
参
の
た
ら
こ
和
え 

(

43
カ
ロ
リ
ー 

) 

◉
大
根
キ
ム
チ 

(

16
カ
ロ
リ
ー) 

◉
も
や
し
の
コ
ー
ル
ス
ロ
ー 

(

9
カ
ロ
リ
ー 

) 

 

〈
他
〉 

◉
味
噌
汁 

(

20
カ
ロ
リ
ー) 

◉
ダ
イ
エ
ッ
ト
ご
は
ん(

コ
ン
ニ
ャ
ク
入
り)  

 

(

100
ｇ
あ
た
り
118
カ
ロ
リ
ー) 

［
普
通
ご
飯
168
カ
ロ
リ
ー

30%
カ
ッ
ト
］ 

◉
フ
ル
ー
ツ
盛
り
合
わ
せ 

(

約
50
カ
ロ
リ
ー 

) 

   

              

 

表
を
も
と
に
、
自
分
の
１
日
分
の
カ
ロ
リ
ー
を
計
算
し
、 

１
食
分
は
だ
い
た
い
ど
れ
く
ら
い
食
べ
れ
ば
い
い
の
か
考

え
調
理
実
習
で
作
っ
た
料
理
を
選
び
、
昼
食
と
し
て
頂
き
ま

し
た
。
自
分
の
食
べ
た
物
の
カ
ロ
リ
ー
の
計
算
も
し
ま
し
た
。

157cm(身長)×157cm(身長)×22=54.2(平均体重) 

 

☆54.2×30=1626 キロカロリー 

(平均体重)×(普通の労作) 

☆54.2×35=1897 キロカロリー 

これで、 

約４８６kcalでし

た！ 

 

 

平
成
３０
年
度 

冬
期
研
修
会 
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油
や
砂
糖
な
ど
あ
ま
り
使
わ
ず
、
野
菜
を
た
く
さ
ん
摂
る
こ

と
が
出
来
る
調
理
法
だ
っ
た
の
で
満
腹
感
を
感
じ
た
の
に

摂
取
し
た
カ
ロ
リ
ー
は
思
っ
た
よ
り
低
か
っ
た
の
が
、
糖
尿

病
の
方
向
け
の
為
の
食
事
で
あ
る
の
だ
と
感
じ
た
と
同
時

に
、
糖
尿
病
で
な
く
て
も
常
に
こ
の
よ
う
な
食
事
を
意
識
し

て
摂
れ
ば
更
な
る
健
康
や
予
防
に
つ
な
が
る
の
だ
と
思
い

ま
し
た
。 

       

 

            

 

 

午
後
は
、
湯
川
先
生
に
糖
尿
病
に
つ
い
て
の
お
話
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

糖
尿
病
は
生
活
習
慣
病
で
す
。
ま
た
、
糖
尿
病
の
本
当

の
恐
ろ
し
さ
は
合
併
症
で
あ
り
、
糖
尿
病
は
な
っ
て
し
ま

う
と
完
治
し
ま
せ
ん
。
な
の
で
、
毎
日
の
食
事
の
管
理
が

大
切
な
の
と
、
運
動
も
大
事
に
な
っ
て
く
る
そ
う
で
す
。

「
一
日
３
食
」「
量
を
守
る
」「
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
」
こ
の

３
つ
が
糖
尿
病
か
ら
自
分
を
守
る
食
事
方
法
で
、
そ
の
中

で
自
分
の
適
正
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
知
り
、
ど
れ
だ
け
摂
れ

ば
よ
い
の
か
、
ど
れ
だ
け
消
費
し
た
の
か
を
考
え
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
、
基
礎
代
謝
を
あ
げ
る
為
に
も
運
動
も
必

要
と
な
っ
て
く
る
と
の
事
で
し
た
。 

午
前
中
の
調
理
実
習
で
は
、
野
菜
の
量
が
多
く
、
油
分

を
あ
ま
り
使
っ
て
な
い
低
カ
ロ
リ
ー
の
料
理
を
た
く
さ

ん
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。
病
気
に
な
っ
て
か
ら
食
事
の
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
を
す
る
よ
り
も
、
元
気
な
う
ち
に
食
事
の
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
を
す
る
の
と
で
は
大
き
く
違
い
、
今
か
ら
健

康
的
な
食
事
の
習
慣
づ
け
を
す
る
こ
と
が
大
切
に
な
っ

て
く
る
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

食
に
携
わ
る
私
た
ち
に
出
来
る
こ
と
は
、
健
康
に
な
る

た
め
の
食
事
を
色
ん
な
工
夫(

食
材
選
び
や
切
り
方
、
調

理
方
法)

で
、
た
く
さ
ん
の
人
達
に
伝
え
て
行
け
た
ら
、

自
分
も
含
め
周
り
の
人
も
健
康
に
な
っ
て
い
け
る
の
で

は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。
食
べ
る
こ
と
は
精
神
的
に
も

色
ん
な
面
で
も
癒
し
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
心
も
体

も
満
た
せ
る
食
事
作
り
を
心
が
け
て
行
き
た
い
で
す
ね
。 

   

       

      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

                

湯川佐起子先生 
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●
熊
取
町
農
業
祭
準
備 

平
成
30
年
12
月
1
日

（土） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

貝
塚
市
山
手
地
区
公
民
館 

 
 

●
熊
取
町
農
業
祭 

 
 
 

平
成
30
年
12
月
2
日

（日） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

熊
取
町
立
中
央
小
学
校
：
グ
ラ
ン
ド 

●
兵
庫
県
栄
養
士
会
共
同
企
画 

料
理
教
室 

 

平
成
31
年
1
月
20
日

（日） 

「
黒
豆
き
な
粉
de
ク
ッ
キ
ン
グ
」 

六
甲
道
勤
労
市
民
セ
ン
タ
ー
・
料
理
教
室 

●
西
区
こ
ど
も
子
育
て
プ
ラ
ザ
と
大
阪
市
環
境
事
業
局
と

の
コ
ラ
ボ
講
座
「
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ 

 

平
成
31
年
2
月
9
日
（
土
） 

西
区
子
ど
も
・
子
育
て
プ
ラ
ザ
（
大
阪
） 

●
冬
期
研
修
会 

 
 

平
成
31
年
2
月
24
日

（日） 

大
阪
市
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

 

【
午
前
の
部
・
講
演
】 

･

マ
リ
ー
秋
沢
先
生
「
ロ
ー
カ
ー
ボ
」
低
糖
質
に
つ
い
て 

･

中
村
喜
訓
先
生  

 
 

海
外
青
年
協
力
隊
の
体
験
談 

「
子
供
た
ち
と
食
」
に
つ
い
て 

【
午
後
の
部
】 

 

懇
親
会
及
び
情
報
交
換 

      

 

～編集後記～ 

 今年の夏は暑かったですね(+_+)また、台風や地震など様々な災害も各地で起こりました。私の周りで

は停電などがありましたが皆様のところは大丈夫でしたか？さて、今回は２月に行われた冬期研修会か

ら記載させてもらいました。管理栄養士の湯川先生から糖尿病の食事の調理実習とお話をしていただき

ました。作った料理を６品も食べたのに、油と砂糖を控え野菜がたくさん入った料理だったので、充分

満腹感があったのにカロリーは思っていたより低くてビックリしました。糖尿病でなくても、予防とし

て取り入れて行きたいと思いました。総会では、午後に生駒事務局長よりＳＮＳについての話を聞くこ

とが出来ました。昨今、スマートフォンの普及でライン・フェイスブック・インスタ等を利用されてい

る方も多いのではないかと思います。利用していなくてもこの言葉を耳にしたことはあるという人も多

いのでは。これらを上手く利用して、会の活動をたくさんの人に知ってもらうことが出来ます。今回総

会や研修会に出席出来なかった会員の方も、ＳＮＳを通じて参加し今後の仕事や活動に活かし資質向上

を目指すことも出来ます。自分達の活動を発信したくても出来ない人は、総会や研修会に参加してもら

えれば、ＩＴ部が発信してくれますよ(*^_^*)毎日頑張っている皆さんの話を、たくさんの人が聞きたい

と思います。これからも会報や、ＳＮＳを通して、たくさんの人達に頑張っていること思っていること

伝えて行けたらいいなと思いました。 

                  広報 羽賀田里美                                                  

 

今
後
の
予
定 

～お知らせ～ 

今後の予定を皆さんに早くお知らせする為、これからは会のＨＰにも載せる事になりました。 

「全国学校調理師連合会」で検索してください。 

http;//www.zengakutyou.com 


